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  MYCOBACTERIA, BATTEY BACILLI, WITH SPECIAL 
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    Two strains of mycobacteria were isolated from two patients (Okada and Okutsu) who had 

been treated as pulmonary tuberculosis cases . These strains were considered as causes of 

infections of these patients, because of the frequencies and numbers of colonies of isolations . 
    In order to identify these strains of mycobacteria , various biochemical and biological 

characteristics, and pathogenicities to mice and rabbits were  investigated . The cultures used 
in this study were the Okada strain and the Okutsu strain which had been isolated from sputa 

 of these patients, and as the control, the Okayama strain of Mycobacterium (M .) intracellulare, 
M. terrae 1722, M. gastri W-417 and the T-435-5 strain of Subgroup  'V of Group III nonphoto-

chromogens, the Kirchberg strain of M. avium, M. tuberculosis,  H37Rv and M. bovis, Ravenel 
were used. 

   Biochemical and biological characteristics of the Okada strain and the Okutsu strain were 

as  follows  : Colonies of both strains on 1% Ogawa egg medium and 7 H 10 medium were non-

photochromogenic and smooth. Two organisms gave negative cord formation and neutral red 

test. Growth was observed at 22°C, 33°C and 37°C in both strains, and besides at 42°C in the 

Okada strain. Both organisms were susceptible to  O.  1 M of sodium nitrite and 1, 000  mcg/ml 

 of PAS, whereas resistant to  500  mcg/m/ hydroxylamine,  1.0% sodium desoxycholate,  0.05% 

pyronin and 10  mcg/ml TCH. Both organisms gave negative niacin test, negative nitrate re-

ductase, weakly positive semiquantitative catalase, positive  68°C heat stable catalase, positive 

acid phosphatase and negative 70°C heat stable acid phosphatase. Three day arylsulfatase test 

was negative in both organisms, and two week and three week arylsulfatase tests were positive 

in the Okada strain but negative in Okutsu strain. Amidases of 12 amides were all negative

* From Department of Bacteriology , Hiroshima University School of Medicine, Hiroshima 
 734 Japan.
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緒 言

いわゆ る非定型抗酸菌に関す る一般の認識 が高 まるに

つれて・我国においてもこの菌群に よる感染症の報告は

とみに増加 し,最 近 の山本1)の 集計に よれば
1こ れ まで

に我国でみられ た肺非定型抗酸菌症は162例 に達 した と

い う。

ところで,最 近我hは 非定型抗酸菌に よると考えられ

る肺結核様疾患の2症 例を経験 し,そ れら よ りの分離菌

の生物学的お よび生化学的諸性状,な らびにマウスお よ

び ウサギに対す る病 原性について詳 しく検 討したので以

下報告す る。

大の透亮 像。 右肺 中野外側にinactiveと 考 え られ る陰

影。右腕下野の高度肋膜癒 着餅 腹形成。 左腕 中野外側の・
　 サ

inactiveと 考 え られ る2 .5×LOc阻 位 の 病 巣 陰 影。

左 右 の 慢 性 肺 気 腫 の 所 見 が 認 め られ,現 在 に 至 る ま で

SM・PAS,INH・Ethambut。t ,Sulfa剤 に よ る化 学 療

法 を 受 け て き た に も拘 らず ,依 然 と して そ の 改 善 は み ら、

Table1・IsoiationofMycobact¢riafro皿

SputaofthoPatie轟t
,Okada

1・ 症 例

症例1.■ ■ 某,女,65歳 。

既 往歴;40歳 頃肺 炎様症状 を呈 した こと があるほか

には特記すべ きことは ない◎

家族歴:子 供 が肺結核で化学療法を受け た こ と が あ

る。

現病歴:昭 和34年4月 肺結核の診 断 を 受 け,以 来

SM・INH・PAS・Sumsoxazo1(SI)な どに よる化学療

法を続けてきたが,昭 和36年8月7日 国立 岡山療養所

へ入所 した。

40年8月 の レ線燥は,写 真1に 示す よ うに,右 上葉

は萎縮 し気管支を右方に牽引。萎縮 した右肺 上 葉 中 に

1・5x2・Ocm大 の透亮像 および5 ,6コ の0.5×0.5cm
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.れていない。 ツベ ルク リン反応陽性。 喀疾は 量は 多 くな

いが,粘 稠性 が強い。血 痕 は ない。血沈は1時 間値60

～100。 肺活量は800～1,400。

喀疾検査成 績は 表1に 示す よ うに,42年1月 ～43年

5月 に直接塗抹 鏡検で17回 中5回 抗酸菌陽性。また培

養では16回 申9回 同・一集落性状を示 しヒ ト型結核菌 と

は明らかに異な る抗酸 菌が 分離 された。なお定型的 ヒ ト

型結核菌の集落は終 始陰性であっ た。

症例2.■ 某,男,55歳 。

既往歴:22歳 の時肝 炎に罹患 した ことがあ る。

家族歴:特 記すべ きことは ない。

現病歴:昭 和17年 肋膜 炎に罹患 し,昭 和20年4月 ま

で入院加療。37年 集団検診 に よ り肺の異常陰影が発見

され,38年 にSMお よびPAS(6ヵ 月),39年 にINH

お よびSI(6ヵ 月),40年 に1:N:Hお よびSI(6ヵ 月)

の投与を受けたが,41年1月24日 国立岡山療養所 へ入

所 した。

初診時の レ線像は 写真2に 示す よ うに,「 右鎖骨上野,

中肺野お よび下肺野 になお柔 らか い陰影。右前第1肋 骨

の高 さに0・5×0・5c斑 の透亮像。 右 前 第N肋 間に1.O

X2.Oc伽 大の透亮像。右肋膜癒着,脱 脂形成 なら びに

中央陰影の右方牽引」の所見が認め られた。INH,Thia・

yinお よびKMに よる化学療法 を行な っ た が レ線所 見

上あま り改善は認め られなかった。入所中の血沈は1時

間値7～27を 示 し,肺 活量 は2,400～2,8010で あった。
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喀淡検査成績は表2に 示す よ うに,直 接塗抹鏡検では

21回 申9回 においてGa臥yII～M号 の抗酸 菌がみ ら

れ,ま た培養では16回 中全例において同一集落性航を

示 しヒ ト型結核菌 とは明らか}こ異な る抗酸菌が分離 され

た。なお ヒ ト型結核 菌を思わせ るよ うな集落は一度 も分

離 されなかった。

II・ 細菌学的検 査成績

1.供 試 菌

症 例1よ り分離 され た抗 酸 菌(岡 田 株)お よび症 例2

よ り分 離 され た 抗 酸 菌(奥 津株)の ほ か に,対 照 と し

て,ヒ ト型 結 核 菌H87Rv株 お よび ウ シ型 結 核 菌Rave轟el

株,な らび に 白 色 系 遅 育 苗 と し て ト リ型 菌Kirchberg

株,Mycobacterium(以 下M)intrace1Mare2}岡 山

株a),M.gastric》W-417株,M.terrae4}5》1,722株:お よび

Subgroup`V'6)T-435-5株 を も供 試 した。

2.岡 田株 お よび 奥 津株 の生 物 学 的 お よび 生 化学 的 諸

性 状(表3参 照)

1)集 落 性 状:1%小 川 培 地 上 な ら び に7H10培 地

上 で の 集 落 は と も にs型,n◎nphot◎chrom◎genie。2)

コー ド形 成 性;両 菌 株 と も 陰 性 。3)中 性 紅 反 応(小 酒

井 ら?)):両 菌株 とも陰 性 。9)発 育 可 能 温 度 域:Dubos

培 液 中10日 培 養 菌 の1白 金 耳 量 を1%小 川 培 地 上 に 塗

抹 し,4週 後(22℃ で は6週 後)に 判 定 し た と ころ,両

菌 株 ともに22℃ で の 発 育 は 可能 で あっ た が,奥 津 株 は

42。Cで の,ま た岡 田株 は45℃ で の発 育は そ れ ぞ れ 不

能 。5)各 種 薬 剤 に 対 す る抵 抗 性:Dubos培 液 中10日

培 養 菌 の1白 金 耳 量 を 下 記 の 各 種 薬 剤 含 有1%小 川 培 地

な ら び に 非 含 有 同種 培 地 上 に 塗 抹 し,37℃,4週 後に 成

績 を 読 み とっ た 。① ヒ ドロ キ シ ル ア ミン:塩 酸 ヒ ドロキ

シル ア ミソの62.5,125,250お よび500mcg/1n1各 含

有培 地 上 で の 発 育 は 両 菌株 とも陽 性 。 ② ピ 冒 ニ ン:a.03

お よび α05%各 含 有培 地 上で の発 育は 両 菌 株 と も陽 性 。

③ デ ゾキ シ コ._..ル酸 ソー ダ:0.5お よび1,0%各 含 有 培

地上 で の発 育 は 両 菌 株 と も陽 性O④ 亜 硝酸 ソー ダ:0.1

お よび0.15M各 含 有 培 地 上 で の 発 育 は 両 菌 株 と も 陰

性 。⑤TCH:Thi◎phen-2-carb◎nicacidhydrazide10

mcg/ml含 有 培 地 上 で の 発 育 は両 菌 株 と も陽 性 。⑥PAS:

1,000mcg/mZ含 有 培 地 上 で の 発 育 な らび に 培 地 の 黒 変

は 両 菌株 とも陰 性 。6)ナ イ ア シ ン ・テ ス ト(今 野8り:

両 菌 株 とも陰 性 ◎7)硝 酸塩 還 元 作用(Virta捻en9》):両

菌 株 と も陰 性 ◎8)カ タ レー ス(Wayne霊 。)):1%小 川 高

層 培 地 上14日 培 養 菌 に つ い て検 討 した と ころ,泡 沫 の

高 さは 岡 田 株6mm,奥 津 株8mmと と もに 微 弱 で あ っ

た 。9)68℃ 耐 熱 性 カ タ レー ス(Kubicaら11)):両 菌株

と も陽 性。10)酸 性 フ ォス フ ァ テ.....ス(占 部 ら12)):両

菌 株 と も陽 性◎11)70℃ 耐熱 性 酸 性 フ ォス フ ァ テ ー ス

(Saitoら!3)):両 菌 株 と も陰 性 ◎12)ア リル サ ル フ ァテ
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一 ス(Kubicaら14>"・1e》):岡 田株 で は3β 法陰 性 ,2週

間 法 お よび3週 開法 陽 性 。 奥 津 株 で は い ず れ も 陰 性。

ユ3)ア ミデ ー ス(北 村17》):7H10培 地 上2週 闇培 養 菌

に つ い て ア セ トア ミデ ー ス ほ か 計11種 の ア ミデ ー スを

検 討 した とこ ろ,両 菌 株 とも いず れ も陰 性 で あ つ た 。

14)含 水 炭 素 分 解 能:グ ル コー スほ か 計15種 の 含 水 炭

素分 解 能 をGordonら 拗 に な らつ て 調 製 し たAyerら

の 変 法 培 地 を 用 い て4週 聞 に 亘 り観 察 した とこ ろ,両 菌

株 と もグ ル コー ス,ト レハ 冒一 ス,マ ソ ノー ス お よび フ

ル ク トー スか ら の酸 産 生 が,ま た 岡 田株 で は 更 に ガ ラ ク

トー スか ら の酸 産 生 が み られ た。15)有 機 酸 利 用 能:酢

}酸ソー ダ ほか 計9種 の 有機 酸 利Al能 をGordonらls)r.よ

るKoser変 法 培 地 を 用 い て4週 閻 に亘 り観 寮 し た と こ

ろ,両 菌 株 と も酢酸 ソー ダ,焦 性 ブ ドウ酸 ソー ダ,プ ロ

ピオ ン酸 ソー ダ,乳 酸 ソ ー ダお よび ブマ ー ル酸 ソー ダ を

利 用 した 。

3.岡 田株 お よび 奥津 株 と供 試 対照 菌 株 との 間 のSi・

milarityvalue

上 述 の68項 目に 亘 る生 物学 的 な らび に 生 化 学 的 性 状

に つ い て,岡 田株 お よび 奥 津株 と対 照 菌 株 との 間 のSi・

milarity(S)valueをSneathのAdanscn分 類 法19》

を 援 用 して 算定 した と ころ,岡 田株 お よび 奥 津株 と ヒ ト

型 菌Hs7Rv株 との 間 のS-valueは そ れ ぞ れ29.5%お

よび43.3%,ウ シ型 菌Ravenel株 とは50%お よ び

46.7%,ト リ 型 菌Kirchberg株 と は80.6%お よび

85.7%,M.intracellulare岡 山 株 とは90%お よび76.7

%で あつ た 。 更 にM.terrae1,722株 と は64.7%お

よび57.6%,M.gastriT-417株 とは61.3%お よ び

56.7%,Subgroup`V'T-435-5株 とは62.9%お よび

60.6%で あ つ た◎ な お,岡 田株 と奥 津株 と の 間 のS-

valueは86.2%で あ つ た 。

III.マ ウスおよび ウサギ に対す る病原性

1.マ ウスに 対 す る病 原性

岡 田株 お よび 奥 津 株 のDubos培 液 中10日 培 養 菌 の

cpticaldensityを540mμ で0・15に 調 整 した も の の

O。1mlを,体 重19～249のddK系 雄 マ ウ ス各14匹
ら

宛 の尾静脈内に接種(接 種生菌単位:岡 田株6.3×106,

奥津株8。6×10e)後14,28お よび42日 臼に 各4～5

距 宛を屠殺,剖 検 した。

その結果,表4に 示す よ うな所見が得られ た。

岡 田株接種群では14日 お よび28日 目におけ る体重

の 増加は極めて少な く,42日 目では む しろ 多少 とも減

少 し,4匹 中1匹 は艶死 した。 これに対 して奥 津株接種

群においては平均体重はマ ウスの生存 日数 と ともに漸次

増 加の傾 向がみ られた。内臓の肉眼的所見 と しては,岡

田株接種群では14日 目に屠殺 したマ ウスの 内臓には病

変の認め られた ものは皆無で あつ たが,28日 目では5

紹 核 第44巻 第1号

匹中4匹 の肺に孤立性の,ま た39日 「{に艶 死 したNe・

11マ ウスお よび42臼 目に膨殺 した3例 のvウ スの肺に

は 全例において写真3に 示す よ うな結核様結節 がみられ

たほか,42H昌 に屠殺 したNo.12お よびNαMの2

匹 の脾に も同様 の紹節 の形成 がみ られた。他方,奥 津株

接種群では動物の生存 日数 の長短 を問わず内臓に 肉眼的

病変のみられた ものは皆無で あつ た。

次に これ らの動物の内臓 よ りの定量還 元培 養成績にっ

いてみ る と,岡 田株接 種群では内臓 よ りの還元 生菌単位

は 一般的に いつ てマウスの生存 日数 と共に漸次増か1の傾

向が5か がわれ,菌 接種 後42日 目におけ る還元発 育菌

■ はいずれの内臓 よ りの もの も極め て多か つた。 なお発

生集落量は肝中肺〉脾 〉腎の順であつ たo他 方、奥潭株

につ いてみ る と,肺 お よび腎か らの還元発 育は陰性 もし

くは 少数の集落の発生がみ られ たにす ぎず,ま た肝 およ

び脾におい ては接種後14日 目では ともに1030rderの

還元生菌単位が得 られ たが,42日Nで は と もに減 少の

傾向がみ られ,そ の程度は肝にお いて脾 におけ るよ りも

著 しか つた。

2.ウ サ ギに対す る病 原性

岡田株お よび奥 津株 ならびに対照 としての ト リ 型 菌

Kirchberg株 の1%小 川培地上2週 間培 養菌 よりの10

mg/mlの 生塩 水均等菌浮遊液の1mlを 各1匹 宛の2.5

kg前 後のウサギの耳縁静脈 内に各別に 接 種 後,体 重の

推移,耳 朶 の黄染 の有無 ならび に血 液培養 を 行 な い.

Kirchberg株 接種 ウサギの艶死 した15日 目に岡田株お

よび奥津株接種動物を も屠殺剖検 した。そ の結果,表5

にみ るよ うに,体 重は奥津株ではかな りの増 加 が み ら

れ,ま た岡田株では多少 とも減少がみ られた が.そ れ で

もKirchberg株 に比べれ ばその程度は 遙か、こ軽徴 であ

つた。血 液 培 養 成 績 では接 種後7日 目ではKirchberg

株 においては 岡田株お よび奥津株 に比 べて遙かに 多量 の

菌が培 養され たのみならず,14日 目に お い て も減少 の

傾向がみられ なかつ た。 これに対 して岡田株お よび奥 津

株では7日 目に培養 され た菌量 は概 して少な く,更 に14

日自では著 明な減少 の傾 向がみ られ た.な お耳朶の黄 染

はKirchberg株 接種動物 のみに み られ たに す ぎなかつ

た。剖検時 内臓にはKirchberg株 接種動物 の脾 に 腫大

がみ られ・脾 体重比はKirchberg株 では 岡田株 お よび

奥津株 の約2倍 の値 を示 した。 また定 量還元培養に よる

発育集落数は 岡田株お よび奥津株接種動 物に お い て は

Kirchberg株 接種動物に比 し て 著 し く少 な く
,Kir.

chberg株 におけ る103～1060rderに 対 し
,岡 田株 お よ

び奥津株では10～1030rderに す ぎなか つた
。 以上の成

績 よ りすれば・ トリ型菌Kirchberg株 で は 明 ら か に

Yersin型 病症を招来 したが
,岡 田株お よ び奥 津株 では

かか る病症の発現は全 くなかつた もの といえよ う
ひ
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Table5.ComparisonofPathogenicitybetweenOkadaandOkutsuStraingand
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総 括 的 結 辞

肺結核が疑われ,そ の喀疾 よ りS型,nonphetechre・

mogenicの 同一・集落性状 を 示 す 遅 育性抗酸菌が繰返 し

分離 され,ヒ ト型結核菌 と思われ る集落は終始陰 性であ

つた2症 例を経験 した。

ところで,ま ずこの2症 例 よ り分離 された抗酸 菌が そ

れ ら患者に とつて真に病因的意義があつた ものであるか

どうか とい うことにつ いて若干の考察を加えてみたい。

青木 ら鋤は1年 間12回 の検療で ヒ ト型菌以外の抗酸菌

が3回 以上に亘 り,毎 回30コ ロニー以上排菌され るよ

うな場合には これはcasualな もの とは 考えられ ないで

非定型抗酸菌症の疑 いの極め て濃厚な もの と判断す べき

で ある旨述べているが,我 々の今回経験 した2症 例でも

その排菌状態 からす るとそれ らよ りの分離菌が明らか に

病因的意義をもつていたもの と考え ざるをえないが,更

に日比野鋤が非 定型抗酸菌症の診断にあたつてのmajor

criteriaの1つ としてあげ てい る"非 定型抗酸菌を頻回

(4回 以上),大 量(100コPニ ー以上)に 排出 し,そ の

菌 と密接に関連す ると考え られ る病巣 または症状 が認め

られ る症例"と い う条件 をも我 々の2症 例は十分満足さ

せるものであ るといえ よう◎

次に,我 々は これ ら2症 例よ り分離 された抗酸菌がS

型,nonph。tGchrem◎genicの 遅 育性株で あることよ り,

それ らが非 定 型 抗 酸 菌 のGroupIII,N。nphotochro-

mogen,な かんず くヒ トに対す る起病性の明 らかなM.

intracellulare(Battey菌)で はないか との疑 いのも と

に,既 知の代表的 な数株 の白色系遅育抗酸菌株を対照 と

してその所属 につ いて追究 を試みた。

その結果に よる と,ま ず 岡田株お よび奥津株が哺乳動

物結 核菌で ないこ とは,こ れ ら両菌株が22℃ で発育可

能,集 落はS型,コ ー ド形成性陰性,中 性紅反 応陰性,

250mcg/mlヒ ドロキシル ア ミソ耐 性,0・5%デ ゾキ シ

コール酸 ソーダ耐性,68℃ 耐熱性 カタ レー ス陽性,酸

性フ ォス ファテース陽性,ユ リエース陰性(た だ し供試

の ウシ型菌Ravene1株 は陰 性),フ ル ク トース分解能陽

性,お よび フマール酸 ソー ダ利用能陽 性の諸性状 よりし

て明らかに され た。 ちなみ にヒ ト型菌Hs7Rv株 と岡田

株 との 問 のS-valueは29・5%,ま た 奥 津 株 との 間 の そ

れ は43.3%で あ り,ウ シ型 菌Ravene1株 と 岡 田株 と

の 間 のS-valueは50%,ま た 奥津 株 との 間 の そ れ は

46.7%と い ず れ も極 め て 低 率で あつ た。

次 に極 め て まれ に ヒ トの肺 疾 患 の 起 炎 菌 とな り うる こ

との示 唆 され て い るM.terrae22》 と これ ら2菌 株 との 鑑

別 は,M.terraeで は1%デ ゾキ シ コ ール 酸 ソー ダ お よ

び0.03%ピ ロ ニ ンに 感 受 性,1,000mcg/mlPAS耐 性,

硝 酸 塩 還 元 能,70℃ 耐熱 性 酸 性 フ ォ ス フ ァ テー ス,ニ

コチ ン ア ミデ ー スお よび ピ ラジ ンア ミデ ー ス各 陽 性,カ

タ レー ス強 陽 性,グ ル コー ス お よび マ ン ノー ス分 解 能 陰

性 とい う諸 点 に お い て 可能 で あつ た が,更 に この こ とは

また 岡 田 株 お よび 奥津 株 とM.terraeと の 間 のS-value

が そ れ ぞ れ64.7%お よび57.6%と か な り低 率 で あ つ

た こ とか ら も首 肯 され た。

ま た雑 菌 性 のNo叩hotochromogenと 考 え られ て い る

M.gastriと は,そ れ が22℃ に お い て 発 育 能 陰 性,

O.5%デ ゾキ シ コール 酸 ソー ダ お よび0.03%ピPニ ソ

に ともに 感 受 性,硝 酸 塩 還 元 能 が 土,70℃ 耐 熱 性 酸 性

フ ォス フ ァテ ー スお よび ユ リエ ー ス が ともに 陽 性,マ ソ

ノ ー スお よび フ ル ク トー ス分 解 能 が とも に陰 性,お よび

フ マ ー ル酸 ソ ー ダ利 用 能 陰 性 で あ つ た とい う諸点 か ら鑑

別 され,S-valueに お い て も岡 田株 お よび 奥 津株 とこの

M,gastriと の間 の そ れ が そ れ ぞれ61.3%お よび56.7%

とか な り低 率 で あ つ た こ とか ら も鑑 別 可 能 で あ つ た。

次 にSubgroup`V'と の 鑑 別 は,そ れ がR型 菌 で あ

り,1.0%デ ゾキ シ コー ル酸 ソ ー ダに 感 受 性,O・1M亜

硝酸 ソ ー ダお よび1,000mcg/mlPASに と もに 耐 性 な

ら び にPAS分 解 能 陽 性,硝 酸塩 還 元 能 お よび70℃ 耐

熱 性酸 性 フ ォス フ ァ テ ー ス と もに 陽 性,カ タ レー ス強 陽

性,グ ル コー スお よび マ ン ノ ー ス分 解 能陰 性 で あ る とい

う諸 点 か ら可 能 で あ り,S-valueに お い て も岡 田 株 との

間 の そ れ は62.9%,ま た奥 津 株 との 間 のそ れ は60.6%

とか な り低 率 で あ つ た。

最 後 に,岡 田株 お よび 奥 津 株 とM.iRtracellulare岡

山株 お よ び トリ型 菌Kirchberg株 と の 異 同 性 に つ い て

で あ るが,今 回 の我 々 の検 査 結 果 か らは これ ら4菌 株 の

間 に 特 に 明 ら か な 差 別 点 を 見 出す こ とは で き なか つ た◎
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これ は68項 目に亘 る検査性状から算定 したこれ ら菌株聞

のS-valueか らも肯定 され ると ころ であつ て,岡 田株

と岡山株 お よびKirchberg株 との 間のそれは それぞれ

90%お よび80.6%。 奥津株 と岡山株 およびKirchberg

株 との閥のそれはそれぞれ76.7%お よび85、7%で あ

り、 また岡田株 と奥津株 との闇には86.2%の 近似性が

あつた ところから して,岡 田株 お よび 奥津株はM.in・

tracellulare,ま たは トリ型 菌所属の菌株で あ ろ うと考

え られた。

ところで。先に 占部,斎 藤らas}は菌 量10mgを ウサ

ギの静脈 内に接種す るこ とに よ り,Yersin型 病 症 発現

の有無の面よ りトリ型菌 とM,intracellulareと の鑑 別

が可能であつた と報告しているところか ら,我 々は トリ

型菌Kirchberg株 を対照 として,岡 田株お よび 奥津株

のウサギに対す るYersin型 病症発現の有無を検 討 した

ところ,Kirchberg株 はYersin型 の 敗 血症 死 を招来

したが,岡 田株お よび奥津株ではかかる所 見に接 しえな

かつた。 この ことよ りして これらの新分離2菌 株は生物

学的ならびに生化学的諸性状においては トリ型菌に極め

て近似 しているとはいえ,如 上の ウサギに対す る病原性

よりして トリ型菌 とは考えに くく,M.intracellulare所

属の菌株 と考 える方が妥当 と思われた。

なお,こ れ らの2菌 株の うち岡田株はマ ウスに対 して

比較的強い病原性を示す ことが認められ た ことよ りす る

と興味あ るMintracellulareの1菌 株 といえよ う。

(恩師占部薫教授の ご指導な ら び に ご校閲を深謝 しま

す 。)
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